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伝導電子の常磁性状態か ら強磁性状態へ の相転移に於ける臨界顎象を調べる｡

但 し,伝導電子のエネルギ-帯には縮選がなく,クロ-ム折力はそのレンジが

-一つ の atonic cellの中こしか 及ばないとい う簡単化 されたモデルを考えるO

この系の Inagnetic susceptibility I(q-W)が T- Tc + 0+で どの

様に振舞 うかを調べる｡ A.P.A__では X(q,0)が Ornsteirl- Zernike型

になる訳であるが,それは.オーダ- ,パラメ-クーのゆ らぎに関 して線型化

された近 似であ って ,臨界現象ではゆ らぎが大きくなるので非線型.効果を採 り

入れなければならぬ｡最低次の非感塾効果は - このモデルで は - 個別粒子

運動が磁 化のゆ らぎと coLlPieして乱 される効果 を採り人,tJLる轟によって正 し

く考慮されるQ但 し,その様7:f近似法に訴え ,5場合, X Lp,a)の塾は,その近

似が下記 の要請を充しているか否かによ って左右されるC,

1)磁化暫慶と磁化の流れ tD flux との間に成立つ保存則

2)ス ピン空間に於る回転対豪性
I

ここでr:,i 1)は厳署に充され ている様な近似が採用されたO 残念ながら,

メ2)については確,fJlに充されてい るとは云 い難いO更に,-粒子 グ り-ン関

数のマス ･オペ レ- メ-を求める醗∴線化のゆ らぎは畏波長,且 っ sm,all

王◆requencyの フ- り方成分 11だけ "は厳密に採 り入れる草が 出釆る様 な近

似 を採用するO マス ･オペレータの克似塾が決 ると, 日 の要請によって,

二粒子 グ り-ン匿数の近似型がユニ-クに決 ってしま って, I (q,W)が求ま

ってしま うoその結果は.

x(q･o)一一- A･(T-Tc)α + B･q54 + o(612) - ･･-･(1)

となって. Ornsteln- Zernike塾にはならない｡

qき≦が単独で現われた事は,多分 2)が充されていない草こ よるのであろ う｡

正 しくは 〔(T- T )n+ Cq2寸 ･･････〕3/1の様な塾こなるのであろ う. しかLC

qが T - Tcのある powerより充分大 きいなら (q くく kFの条件下で) I

上の結果 (1)は良い近似にな っていると思わjtる.
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･･.lJrlti.Gal Fluc･hilaも10nの非線型効果

つし､で であるが , T→T〔+ C)+ に於て も.所謂 mass-enha工ICemell_もは＼ノ

な い,然し個別粒子状態の巾が大きくなる (critical broad.ening),

革がわか った｡

Critical Fluctuaもionの∋捧鮎 探

蔵 本 由 紀 (京大哩)

tcoopcrative tsystem の 自由エネ}L,ギー は ic,Gal or,ier parameter

の非凌型効果 まで考 り ェに入れると近似的に.

a5

F= 2(a了 a2rK 'W - a+ 五 誌 K57Kl簸 q'結 鑑.一純 一~一一(1'Ⅹ

と書かれる. (物性研究 vol_8 no.1･p.57)ここに ヴk は Local order

paralneterのフ- I)エ成分であ る O

｢ f'岩 - 7''1i 一 %' ÷読鵡 並 斗々 -K2+Kで建毒される

竜 f(三),E(三上 を軌 ､ると f'i).f'三)に関する effective free energyは多

少や っかいな議論 の結果次の形 に藩けるo
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